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福島第一原発において安全かつ迅速に燃料デブリを取り出すことを目的として、界面活性剤系レオロジ

ー改質材（ビスコトップ；VT）の技術を応用した非溶解性中性子吸収材である再臨界防止剤の開発を行っ

ている。前報では放射線耐性、高温耐性を向上した改良 VTの放射線分解生成物の評価について報告した。

本報ではこの中性子吸収材の中性子遮蔽能およびモデルデブリ付着性の評価結果を報告する。 
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1. 緒言 

我々はひも状ミセル型の界面活性剤自己集合体を形成する VTを用いて炭化ホウ素（B4C）を担持した高

粘度流動体が再臨界防止剤として有効であると考えている。この流動体は水中で隙間に入り込めるため、

燃料デブリの新しい破断面に展着可能であり、VTは再臨界防止剤として貢献できるものと考えている。 

2. 非溶解性中性子吸収材の中性子遮蔽能の評価 

実験装置には京都大学理学部小型中性子源（KUANS）を利用した。B4Cを 20～50wt%含有した非溶解性

中性子吸収材をサンプルとして、光路長 1または 2 mmの石英セルおよび 3He検出器を用いて、中性子透

過率の波長依存性を測定した。我々の作製した中性子吸収材は、ほぼ B4Cの含有量から想定される中性子

遮蔽能を有し、配合した B4C粒子が凝集せず分散して均一な状態にあることが示唆された。 

3. 非溶解性中性子吸収材のモデルデブリ付着性の評価 

吸収材付着性の評価のために中性子トモグラフィ（CT）法による中性子イメージングを実施した。実験

装置として大強度陽子加速器施設（J-PARC）物質・生命科学実験施設（MLF）のエネルギー分析型中性子

イメージング装置 BL22『螺鈿』を用いた。測定中（～

約 16 時間）にサンプルが動かないように B4C 重量の 1

割をセメントに置換した吸収材を、アルミニウム製の山

型モデルデブリに付着・固化させて、CT用透過像を取得

した。熱外中性子領域の波長（λ < 0.43 Å）で測定した透

過像から再構成した CT 像を図１に示す。モデルデブリ

への吸収材の付着性が明確にわかる 3 次元像が得られた。 

4. 結論 

我々の開発した非溶解性中性子吸収材について、炭化ホウ素の良好な分散性、モデルデブリに対する良

好な付着状態、および再臨界防止のために重要な中性子線の吸収（遮蔽）能を確認することができた。 
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図 1. モデルサンプル（右上）の中性子 CT像 
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